




研究・目的

　知能障害児の成因の中で.染色体異常の占める割合は高い。昨年度は,小奇形

を数多く持たない一般精薄グループについて検査した結果を報告した。現在で

も,染色体異常を疑い核型分析を行なう根拠として,小頭症・侏儒症・精神薄弱

などに加えて,小奇形と呼ばれる形態的変異の存在があげられている。


